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お
う
ち
時
間

　
家
族
で
点
検

　
火
の
始
末

二
〇
二
一
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

令
和
３
年
４
月
20
日
に
監
事
監
査
を
終
え
、
５
月
13
日
に
第
１
回

理
事
会
、
５
月
28
日
に
定
時
評
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
般
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
一

堂
に
会
す
る
こ
と
は
避
け
、
相
互
に
議
論
で
き
る
環
境
下
と
し
て
、

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
の
会
議
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
並
び
に
監
査
報

告
、
評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

定
時
評
議
員
会
で
は
、
令
和
２
年
度
事
業
報
告
・
決
算
及
び
令
和

３
年
度
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
を
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
理

事
・
評
議
員
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
役
員
・
評
議
員
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

　

令
和
３
年
６
月
２
日
（
水
）
午
前
10
時

30
分
か
ら
愛
媛
県
護
国
神
社
（
松
山
市
御

幸
町
）
に
お
い
て
、
第
96
回
殉
職
消
防
職

団
員
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
慰
霊
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ス
ル
感
染
症
防
止
対
策
を
考
慮
し
て
、
ご

参
列
い
た
だ
く
方
々
を
消
防
殉
職
者
の
ご

遺
族
さ
ま
ほ
か
、
ご
来
賓
、
中
予
圏
域
の

消
防
団
長
に
絞
り
込
む
な
ど
、
通
常
と
は

異
な
る
か
た
ち
と
な
り
ま
し
た
が
、
厳
粛

な
祭
事
も
滞
り
な
く
執
り
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

御
霊
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表

し
、
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
ご
冥
福

と
、
ご
遺
族
の
お
心
が
い
つ
ま
で
も
安
ら

か
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。 

第
96
回
殉
職
消
防
職
団
員
慰
霊
祭
開
催

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
消
防
協
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

ま
ず
は
、
自
己
チ
ェ
ッ
ク

・
３
つ
の
密
が
避
け
ら
れ
る
生
活
環
境
で
す
か
？

・
体
調
は
良
好
で
す
か
？
風
邪
症
状
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、
外
出
し
な

　

い
！

・
家
の
外
で
は
常
に
マ
ス
ク
を
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
！

・
食
事
前
、
ト
イ
レ
の
後
に
は
必
ず
手
洗
い
か
手
指
消
毒
し
ま

　

し
ょ
う
！

外
食
す
る
な
ら
・
・
・

感
染
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
お
店
で
会
食
し
ま
し
ょ
う
！

お
店
を
選
ぶ
と
き
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

・
３
つ
の
密
が
避
け
ら
れ
る
お
店
で
す
か
？

・
換
気
は
良
い
で
す
か
？

・
座
席
間
の
距
離
は
十
分
で
す
か
？

・
適
切
な
大
き
さ
の
ア
ク
リ
ル
板
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

・
ご
っ
た
返
し
て
な
い
で
す
か
？

・
従
業
員
の
体
調
管
理
は
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
、
再
び
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

感
染
リ
ス
ク
を
低
く
保
ち
、
穏
や
か
な
日
常
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
！

集
ま
る
人
数
が

増
え
る
ほ
ど

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

普
段
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
人
た
ち
で

静
か
に
会
食
し
ま
し
ょ
う
！

参
加
者
に
体
調
不
良
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

お
互
い
が
確
認
し
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

食
事
中
は

・
短
時
間
で

・
深
酒
は
し
な
い

・
大
声
は
出
さ
な
い

・
飲
食
時
以
外
は
マ
ス
ク
着
用

直
近
１
週
間
の
10
万
人
当
た
り
新
規
感
染
者
数
が
政
府
の
指
標
で

「
ス
テ
ー
ジ
３
（
15
人
以
上)

」
に
相
当
す
る
地
域
は
、
往
来
に

つ
い
て
注
意
が
必
要
で
す
！

役　職 所　　　　　属

会 長 大 西 浩 司 松山市消防団長

副 会 長 堀 田 公 新居浜市消防団長（東予支部長）

副 会 長 後 藤 英 治 砥部町消防団長（中予支部長）

副 会 長 藤 原 展 嘉 八幡浜市消防団長（南予支部長）

常務理事 芳 野 浩 三 愛媛県消防協会事務局長

理 事 武 智 邦 典 県市長会会長（伊予市長）

理 事 岡 本 靖 県町村会副会長（松前町長）

理 事 中 島 恭 庸 県県民環境部防災局消防防災安全課長

理 事 中 矢 洋 造 県消防長会会長（松山市消防局長）

理 事 近 藤 英 樹 県消防長会（四国中央市消防本部消防長）

理 事 兵 藤 貞 樹 県消防長会（八幡浜地区施設事務組合消防本部消防長）

理 事 高 橋 公 一 西条市消防団長

理 事 曽 我 部 光 夫 四国中央市消防団長

理 事 立 野 好 仁 久万高原町消防団長

理 事 稲 垣 聖 治 宇和島市消防団長

理 事 松 岡 増 幸 愛南町消防団長

評 議 員 近 藤 正 紹 県消防長会（西条市消防本部消防長）

評 議 員 大 野 秋 義 県消防長会（久万高原町消防本部消防長）

評 議 員 渡 部 純 三 今治市消防団長

評 議 員 柏 原 伸一郎 上島町消防団長

評 議 員 飯 尾 始 新居浜市消防副団長

評 議 員 白 木 統 務 西条市消防副団長

評 議 員 久 米 幸 一 四国中央市消防副団長

評 議 員 中 島 幸 一 東温市消防団長

評 議 員 嘉 村 重 雄 松前町消防団長

評 議 員 山 田 久 雄 松山市消防副団長

評 議 員 梅 岡 公 胤 伊予市消防副団長

評 議 員 瀧 内 光 雄 久万高原町消防副団長

評 議 員 矢 野 正 祥 大洲市消防団長

評 議 員 古 田 元 昌 内子町消防団長

評 議 員 宮 本 寅 誉 伊方町消防団長

評 議 員 渡 邊 広 道 松野町消防団長

評 議 員 渡 辺 正 弘 鬼北町消防団長

監 事 白 鞘 浩 志 今治市消防副団長

監 事 松 下 豊 繁 伊予市消防団長

監 事 廣 瀬 吉 孝 西予市消防団長

支 部 幹 事 高 砂 将 三 東予支部・新居浜市消防本部

支 部 幹 事 篠 崎 春 樹 中予支部・伊予消防等事務組合砥部消防署

支 部 幹 事 上 田 忠 南予支部・八幡浜地区施設事務組合消防署

氏　名

令和3年度　　愛 媛 県 消 防 協 会 役 員 等
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上
島
町
は
愛
媛
県
の
東
北
部
に
位
置
し
、
広
島
県
境
に
浮
か

ぶ
７
つ
の
有
人
島
と
、
18
の
無
人
島
か
ら
な
る
離
島
で
す
。
上

島
町
消
防
団
は
、
平
成
16
年
10
月
に
４
ケ
町
村
（
弓
削
町
、
生

名
村
、
岩
城
村
、
魚
島
村
）
が
合
併
し
て
弓
削
方
面
隊
（
４
分

団)

、
生
名
方
面
隊
（
３
分
団)

、
岩
城
方
面
隊
（
３
分
団)

、

魚
島
方
面
隊
（
１
分
団
）
の
４
つ
の
方
面
隊
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

上
島
町
の
現
状
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、
消
防
団

で
は
仕
事
や
高
齢
で
退
団
す
る
団
員
も
お
り
、
こ
の
10
年
間
で

最
大
３
７
９
名
で
あ
っ
た
消
防
団
員
数
は
、
３
４
２
名
に
ま
で

減
少
、
平
均
年
齢
は
45
・
１
歳
と
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
が
所
属
し
て
い
る
弓
削
方
面
隊
第
１
分
団
も
年
々
団

員
が
減
少
し
、
60
歳
以
上
の
団
員
が
私
を
含
め
３
名
所
属
す
る

な
ど
、
後
継
者
の
育
成
及
び
消
防
団
員
の
確
保
に
日
々
頭
を
抱

え
て
お
り
、
将
来
的
に
も
、
上
島
町
の
消
防
団
員
の
活
動
に
支

障
を
き
た
す
可
能
性
も
あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策
と
し
て
、
上
島
町

が
取
り
組
ん
で
い
る
住
居
、
定
住
促
進
事
業
に
よ
る
他
府
県
か

ら
の
定
住
者
を
消
防
団
員
に
勧
誘
、
女
性
に
も
積
極
的
に
声
掛

け
を
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
厳
し
い
状
態
で
す
。

支
部
だ
よ
り

副
分
団
長　

佐さ

さ

き
々
木　

晋し
ん 

也や

上
島
町
消
防
団
弓
削
方
面
隊
第
２
分
団

４
つ
の
方
面
隊
か
ら
な
る
上
島
町
消
防
団
活
動

●
募
集
の
目
的

　

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
地
域
防

災
の
た
め
日
夜
活
動
し
て
い
る
消
防
団
に
つ
い
て
、
子
供
達
が
身
近

な
ふ
れ
あ
い
や
活
動
・
体
験
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
ま
た
受

け
止
め
て
い
る
か
を
文
章
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
と
消
防

団
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
自
主
的
な
防
火
防
災
の
意
識
の
高
揚
を
図

る
と
共
に
次
世
代
の
防
災
の
担
い
手
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

●
応
募
資
格
者

　

全
国
の
中
学
生

●
作
文
の
形
態

　

①
作
文
の
テ
ー
マ

　
　

「
み
ん
な
一
緒
に
、
地
域
を
守
る
消
防
団
」

　

②
作
文
の
タ
イ
ト
ル
は
自
由

　

③
用
紙　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
Ａ
４
規
格
）

④
原
稿
の
文
字
数　

８
０
０
字
以
上
１
２
０
０
字
以
内

　

（
ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
等
で
の
出
力
も
可
）

⑤
原
稿
用
紙
の
１
行
目
に
は
作
文
の
タ
イ
ト
ル
、
２
行
目
に
は
学

校
名
、
学
年
、
氏
名
を
記
載
し
、
本
文
は
３
行
目
か
ら
記
載
し

て
下
さ
い
。

●
応
募
方
法

　

所
属
学
校
も
し
く
は
各
市
町
消
防
団
担
当
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

　

各
市
町
消
防
団
担
当
締
切
：
令
和
３
年
９
月
３
日
（
金
）

●
表
彰
等

　

愛
媛
県
消
防
協
会
入
選
者
・
・
・
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

●
募
集
の
目
的

　

生
活
協
同
組
合
全
日
本
消
防
人
共
済
会
は
、
令
和
３
年
度
全
国
統

一
防
火
標
語

「
お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検　

火
の
始
末
」

に
あ
わ
せ
て
、
子
供
達
が
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
意
見
や
考
え
を
自

由
な
発
想
で
イ
メ
ー
ジ
し
絵
画
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
で
正
し
い
火

の
取
扱
い
を
考
え
な
が
ら
、
火
遊
び
や
火
災
の
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
防
火
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
防
火
ポ
ス

タ
ー
の
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
者

　

全
国
の
小
学
４
年
生
以
上
及
び
中
学
生

●
図
案
の
形
態

　

①
用
紙
は
、
市
販
の
画
用
紙
（
四
切
）
縦
書
き

　

②
図
案
は
、
未
発
表
の
も
の
で
防
火
標
語
に
合
致
す
る
も
の

③
図
案
の
み
の
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

※
防
火
標
語
の
よ
う
な
文
字
が
入
っ
て
い
る
図
案
は
、
審
査
対
象

外
と
す
る
。

第
21
回
全
国
中
学
生

　
　
　

「
防
火
防
災
に
関
す
る
」
作
文
募
集

令
和
３
年
度

　

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
図
案
募
集

　

松
山
市
消
防
局
で
は
、
６
月
９
日

(

水)

に
市
内
繁
華
街
で
、
夜
間
一
斉
特

別
査
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
査
察
は
、
県
内
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
警
戒
レ
ベ
ル

が
引
き
下
げ
ら
れ
、
飲
食
店
な
ど
の
時

短
営
業
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

改
め
て
街
全
体
の
防
火
意
識
を
高
め
る

た
め
、「
火
災
の
予
防
を
！
コ
ロ
ナ
の

予
防
も
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
査
察

員
２
０
０
名
が
、
飲
食
店
な
ど
６
８
３

店
舗
に
立
ち
入
り
、
消
火
器
の
設
置
や

避
難
施
設
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
や
飛
沫
防
止
シ
ー
ト
の
適
正
な

使
用
に
つ
い
て
も
注
意
を
呼
び
掛
け
、

街
と
市
民
の
安
全
確
保
に
繋
げ
ま
し

た
。 繁

華
街
で
大
規
模
な

　 

特
別
査
察
を
実
施

　

一
方
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
令
和
４
年
３
月

に
、
生
名
島
と
岩
城
島
を
つ
な
ぐ
岩
城
橋
が
完
成
し
、
弓

削
、
生
名
、
岩
城
方
面
隊
が
在
住
し
て
い
る
４
つ
の
島
（
弓

削
～
佐
島
～
生
名
～
岩
城
）
が
繋
が
り
、
災
害
時
の
活
動
の

幅
が
よ
り
一
層
広
く
な
り
ま
す
。
各
方
面
隊
の
連
携
が
船
で

は
な
く
陸
路
で
可
能
に
な
る
の
で
早
い
段
階
で
の
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
町
全
体
の
防
災
力
が
上
が
っ
て

く
る
こ
と
に
明
る
い
未
来
を
感
じ
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
限

ら
ず
、
今
後
コ
ロ
ナ
が
収
束
を
迎
え
た
際
に
は
、
人
の
交
流

も
盛
ん
に
な
り
様
々
な
協
力
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
く
な
ど

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

消
防
団
員
は
、
災
害
発
生
時
の
活
動
を
担
う
地
域
防
災
力

の
中
核
で
あ
り
、
上
島
町

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
絶
対
に
必
要
な
組

織
で
あ
る
た
め
、
今
後
も

消
防
団
の
活
動
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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女
性
消
防
団
だ
よ
り

一
般
住
民
の
防
災
活
動
等

西
予
市
消
防
団

　

明
浜
方
面
隊
明
浜
分
団

第
24
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
へ
参
加
し
て

　

わ
た
し
の
住
む
明
浜
町
は
、
山
と
海
に
は
さ
ま
れ
る
よ
う
に
リ
ア
ス
式
海
岸

が
東
西
に
の
び
、
気
候
的
に
も
穏
や
か
な
、
柑
橘
栽
培
や
漁
業
が
盛
ん
な
町
で

す
。

　

そ
の
明
浜
町
の
狩
江
地
区
に
私
の
所
属
す
る
明
浜
分
団
が
あ
り
ま
す
。
前
身

は
「
狩
江
女
子
火
防
隊
」
と
し
て
大
正
10
年
に
結
成
さ
れ
、
も
う
す
ぐ
１
０
０

年
と
い
う
歴
史
の
あ
る
女
性
消
防
団
で
す
。
昔
は
、
男
子
の
多
く
が
イ
ワ
シ
網

漁
業
で
昼
夜
を
問
わ
ず
出
漁
し
て
い
た
た
め
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分

た
ち
で
守
ろ
う
」
を
合
い
言
葉
に
「
狩
江
女
子
火
防
隊
」
が
立
ち
上
が
っ
た
の

で
し
た
。

　

令
和
元
年
に
は
、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
で
開
催
さ
れ
た
第
24
回
全
国
女
性
消

防
操
法
大
会
へ
、
愛
媛
県
代
表
と
し
て
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
残
念
な
が

ら
入
賞
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
全
国
各
地
47
都
道
府
県
代
表
の
女
性
消
防
隊
の
技
術
に
ふ

れ
、
ま
た
、
自
分
自
身
や
出
場
し
た
仲
間
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
た

練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
で
き
た
こ
と
が
、
現
在
も
地
域
に
お
け
る
消
防
活

動
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
私
達
の
活
動
は
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
消
火
栓
取
扱
い
訓
練

や
、
出
初
式
、
夏
期
訓
練
、
研
修
会
、
救
命
講
習
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
火
災
や
災
害
の
現
場
に
向
か
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
達
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
目
線

で
、
地
域
と
密
着
し
た
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
東
温
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足
し
、
平
成
22
年
に
２
つ
の
支
部
が
統
合
し
て
現

在
は
、
東
温
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
員
２
２
６
名
で
家
庭
に
お
け
る

火
災
予
防
の
知
識
の
習
得
、
地
域
全
体
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
と
し
て
火
災
予
防
へ
の
取
り
組
み
が
あ
り
、
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
は
１
人

暮
ら
し
高
齢
者
宅
防
火
診
断
で
火
気
取
扱
い
の
指
導
、
地
震
時
に
お
け
る
家
具
転
倒
防
止
に
関
す
る
知

識
の
普
及
啓
発
、
四
国
電
力
の
職
員
さ
ん
と
共
同
し
て
電
化
製
品
、
電
気
配
線
等
の
確
認
、
毎
年
東
温

市
消
防
本
部
で
開
催
さ
れ
る
東
温
市
消
防
祭
に
協
賛
し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
以
外
に
も
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
等
地
域
防
災
を
担
う
団
体
と
合
同
で

の
防
災
訓
練
で
連
携
を
深
め
、
炊
き
出
し
訓
練
、
消
火
器
の
取
り
扱
い
、
救
命
講
習
等
を
実
施
し
て
日

頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
の
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
い
将
来
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
今
、
防

災
対
策
は
公
共
機
関
だ
け
で
防
ぐ
こ
と
は
難
し
く
地
域
住
民
の

皆
様
も
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
言
え

ま
す
。

　

家
庭
防
火
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
基
本
的
に
は
一
人
ひ

と
り
が
防
火
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
地
域
の

方
々
と
共
同
し
て
防
火
に
関
す
る
知
識
を
学
び
地
域
活
動
を
す

る
こ
と
で
よ
り
効
果
的
な
成
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

東
温
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
家
庭
の
み
な
ら
ず
地
域
の
防
災

力
向
上
を
目
指
し
て
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
を
増
員
し
、
減
災
対

策
の
強
化
を
図
る
た
め
各
保
育
所
や
幼
稚
園
に
お
い
て
保
護
者

皆
様
を
対
象
に
防
火
・
防
災
講
習
会
を
開
催
し
、
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
て
新
規
の
入
会
者
を

募
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
お
仕
事
で
ご
多
忙
な
方
も
防
火
防
災
対

策
の
こ
と
を
ご
自
宅
で
学
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
「
防
火
便

り
」
を
作
成
し
て
発
送
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
訓
練
の
規
模
を
縮
小

し
、
三
密
を
避
け
、
十
分
に
感
染
防
止
対
策
を
踏
ま
え
た
上
で

実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
通
り
の
活
動
も
ま
ま

な
ら
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
が
少
し
で
も
前
を
向
い
て
現

状
を
受
け
入
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
少
人
数
で
実
施
で
き
る
防
災

訓
練
を
取
り
入
れ
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
、
誰
も
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
作
り
さ
ら
な
る
地
域
全
体
の

防
火
意
識
の
高
揚
を
目
指
し
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

分
団
長　

酒さ
か 

井い　

美み

え

こ
衣
子

東
温
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

東
温
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い
て

会
長　

宇う
つ
の
み
や

都
宮　

千ち

づ

こ
鶴
子
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● 点検・報告・整備・工事
○ 消防用設備等・特殊消防用設備等 ○ 各種消火器

○ 防火対象物点検・防災管理点検 ○ 住宅用火災警報器

○ 防火設備点検 ○ その他各種防災用品

○ 連結送水管の配管耐圧試験 ○ 消防ポンプ自動車

○ 消防用ホース耐圧試験

E-mail : yons@ss4800.jp

～高度な技術で安心をお届けする～

株式会社　四 国 消 防

〒 790-0952 松 山 市 朝 生 田 町 １ 丁 目 7 番 21 号

電 話  （ ０ ８ ９ ） ９ ３ ４－ ４ ８ ０ ０

Ｆ Ａ Ｘ  （ ０ ８ ９ ） ９ ３ ４－ ５ ５ ３ ３

● 消防用機器等の販売

　（公財）日本消防協会が運営する『消防団員等福祉共済』の入院見舞金
について、新型コロナウイルス感染症に係る取扱いが設けられています。
罹らないことが一番ですが、陽性になった場合や消防団活動が原因で濃厚
接触者となり行動制限がかかった場合は、市町共済担当者にお問い合わせ
ください。

②公務としての消防団活動が原因で保健所から濃厚接触者と判断
　された場合

　加入者である消防団員が、公務としての消防団活動が原因で、保健所
から濃厚接触者と判断されたことにより、自宅待機や就業制限となった
期間が7日以上の場合、入院見舞金として１日あたり1,500円（最大14日
間）特例的に入院見舞金を支給します｡［令和４年１月31日までの措置］

《注意》
　新型コロナウイルス感染症に係る取扱いは、政府の法整備や状況によっ
て変わります。
　必ず、申請する前に共済担当者に相談してください。

 

　女性消防団員確保対策事業の推進と広報効果の向上を図ることを目的と
して、女性消防団員が増員した場合、（公財）日本消防協会から冬制服一
式（ジャケット・キュロットスカート・制帽・ネクタイ・ワッペン）が交
付されます。
　申請日において、令和 2 年 4 月 1 日から女性消防団員数が増加してい
る団が対象です。
　ぜひ、活用ください。

《注意》
　交付数量には限りがあるため、申請すれば必ず交付
される事業ではないことをご理解ご了承ください。

☆火災等の場合、焼損率が56％以上で全焼として扱われます。
　（消防庁の分類：70％）
☆風水雪害等でも損害の程度により、共済金が支給されます。平成30年7

月豪雨では、愛媛県の組合員さんに合計約370万円支払いされました。
☆掛金は上がらず、地震等災害見舞金もスタート！
☆在職期間が10年以上あれば、退団（任）後も5年間に限り、共済を継
　続できます。
☆申請してから支給までがスピーディです。
　（組合員個人口座へ直接振込）

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、令和３年度
の愛媛県大会および全国大会が中止となりました。
　非常に残念ではございますが、何卒御理解いただきますようお願い
いたします。

操法大会中止のお知らせ

加入対象者：消防団員、消防職員
出資金：2 口 200 円

ポイント

『消防団員等福祉共済』の新型コロナウイルス
感染症対応について

『女性消防団員制服交付』について

交 付 時 期 県 協 会 申 請 締 切 日  

第二期（12月頃） 令和 3 年 10 月 7 日（木） 

第三期（ 3月頃） 令和 4 年 1 月 7 日（金） 

『B 型火災共済』について
　　　　　　生活協同組合 全日本消防人共済会

 

 

 

 

火災 落雷 破裂・爆発 

風災 水災 雪災 

車両飛び込み 航空機墜落 

風水雪害等共済金としてのお支払い

火災共済金としてのお支払い

契約口数・掛金 共済金 

5 口・  円 75 万円 

10 口・1,000 円 150 万円 

15 口・1,500 円 225 万円 

20 口・2,000 円 300 万円 

25 口・2,500 円 375 万円 

500

①新型コロナウイルス感染症と診断された場合
　保健所等の行政機関の管理下で宿泊療養・自宅療養した場合は、その
療養期間についても入院見舞金の支給対象となっています。支給日数は
通常の入院見舞金と同じ考え方です。［当面の間］


